
７
月
５
日
（
土
）
東
京
大
塚
の

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
会
場
と
全
国
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
催
さ
れ
ま
し

た
。三

木
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
は
、

新
年
度
の
課
題
と
し
て
、
①
物
価

高
騰
か
ら
の
生
活
防
衛
、
②
ト
ラ

ン
プ
関
税
か
ら
雇
用
と
職
場
を
ま

も
る
こ
と
、
③
労
働
法
制
改
悪
と

の
闘
い
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
組
織

建
設
を
す
べ
て
の
運
動
、
取
り
組

み
の
土
台
に
し
て
、
来
年
大
会
で

の
増
勢
実
現
を
目
指
そ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

笠
瀬
書
記
長
か
ら
は
運
動
方
針

と
２
５
秋
闘
方
針
案
が
提
案
さ
れ
、

特
に
秋
闘
は
到
達
闘
争
な
の
で
、

賃
金
労
働
条
件
調
査
を
７
月
・
８

月
で
集
中
し
て
取
り
組
み
、
各
支

部
分
会
の
取
り
組
み
に
役
立
て
る

た
め
に
早
め
に
集
約
し
て
、
各
支

部
に
戻
す
と
し
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
取
り
組
み
が
緩
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
取
り
組
み
強
化
を

強
調
し
て
い
ま
し
た
。

４
つ
の
統
一
ス
ト
権
の
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
併
用

開
催
な
の
で
、
統
一
ス
ト
権
は
大

会
終
了
後
、
７
月
９
日
ま
で
の

（
消
印
有
効
）
の
郵
便
投
票
で
、

７
月
１
８
日
に
開
票
と
な
り
ま
し

た
。次

世
代
の
幹
部
養
成
の
た
め
の

『
リ
ー
ダ
養
成
講
座
』
と
し
て
毎

年
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
「
私
は

リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
」
「
リ
ー
ダ
ー

な
ど
な
り
た
く
な
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
、

今
回
、
今
ま
で
と
違
う
提
案
と
し

て
『
仲
間
増
や
し
の
交
流
会
』
と

名
称
を
変
え
て
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
に

加
入
す
る
意
味
は
？
」
「
な
ぜ
組

合
は
必
要
な
の
？
」
「
多
数
組
合

が
い
い
で
し
ょ
？
」
な
ど
の
内
容

で
、
９
月
２
７
日
（
土
）
１
３
時

～
１
７
時
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
く
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

《
記
：
長
谷
川
》
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７月２４日

№７５１３号

ＪＭＩＴＵ中央第２０回定期大会方針確立！
組織建設を運動の土台に！！

三
木
委
員
長
よ
り
課
題
説
明

笠
瀬
書
記
長
か
ら
運
動
方
針

秋
闘
方
針
を
提
起

統
一
ス
ト
権
投
票
に
工
夫
も

次
の
時
代
の
幹
部
養
成
も

ＪＭＩＴＵ統一スト権
① ２５秋季年末闘争に関する

対経営者統一スト権

② 労働法制の大改悪阻止、

雇用と権利を守る統一スト権
③ 消費税５％への減税、社会保障を充実

させ、くらしをまもる統一スト権

④ 憲法改悪阻止など平和と民主主義

をまもる統一スト権



８
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
広

島
、
長
崎
の
二
つ
の
都
市
で
原

水
爆
禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大

会
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
被
爆

者
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
で
公
正
な
世
界
を
／
人
類

と
地
球
の
未
来
の
た
め
に
」
で

す
。世

界
と
日
本
の
平
和
と
安
全

を
守
り
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
２
０
２

５
年
世
界
大
会
は
大
変
重
要
な

大
会
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

も
中
東
で
も
核
大
国
や
核
保
有

国
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
と
破
壊

が
止
ま
ら
ず
、
核
兵
器
に
よ
る

威
嚇
や
核
兵
器
の
「
近
代
化
」
、

自
国
の
利
益

第
一
の
国
際
社
会

分
断
の
動
き
が
続
い
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
世
界
で
は
、
平
和

で
公
正
な
、
核
兵
器
の
な
い
未

来
を
求
め
る
世
論
も
さ
ら
に
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
連
総
会
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
ガ
ザ
の
問
題
で
も
侵
略
や

武
力
行
使
の
停
止
と
紛
争
の
平

和
解
決
を
求
め
る
声
が
圧
倒
的

多
数
を
占
め
、
２
０
２
１
年
１

月
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止
条

約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
は

批
准
国
が

７
３
、
署
名
国
が
９
４
に
、
昨

秋
の
国
連
総
会
で
条
約
を
支
持

し
た
国
は
１
２
７
ヵ
国
に
上
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
１
２
月
、
被
爆
８
０
年

を
前
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
日
本
被
団
協
）
被
爆
者
の
み

な
さ
ん
に
授
与
さ
れ
た
こ
と
も
、

核
兵
器
の
非
人
道
性
を
訴
え
る

被
爆
者
と
世
界
の
運
動
に
新
た

な
勢
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
６
月
２
１
日
（
日
本
時
間
２

２
日
）
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設
３
ヵ

所
に
空
爆
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
際
紛
争
解
決
の
手

段
と
し
て
武
力
の
行
使
を
禁
止

し
た
国
連
憲
章
を
踏
み
に
じ
り
、

核
施
設
へ
の
攻
撃
を
禁
止
し
た

国
際
法
に
違
反
す
る
暴
挙
で
す
。

強
く
抗
議
す
る
も
の
で
す
。

イ
ラ
ン
攻
撃
直
後
に
開
か
れ

た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
緊

急
会
合
で
は
、
多
く
の
国
が
国

連
憲
章
違
反
と
ア
メ
リ
カ
を
批

判
し
ま
し
た
。
情
け
な
い
の
は

日
本
政
府
の
態
度
で
す
。

石
破
茂
首
相
は
米
国
の
攻
撃

を
批
判
せ
ず
、
岩
屋
毅
外
務
大

臣
は
「
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
保
有

を
阻
止
す
る
と
い
う
決
意
を
示

し
た
も
の
」
と
容
認
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
も
イ
ラ

ク
攻
撃
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
が
起

こ
し
て
き
た
国
連
憲
章
違
反
の

武
力
行
使
に
一
度
も
反
対
し
て

き
ま
せ
ん
で
し
た

日
本
は
戦
争
放
棄
の
憲
法
９

条
を
持
ち
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
の
独
立
国
家
で
す
。

同
盟
国
で
あ
ろ
う
と
無
法
行

為
は
厳
し
く
批
判
す
べ
き
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、

ア
メ
リ
カ
に
も
イ
ス
ラ
エ
ル
に

も
核
兵
器
の
放
棄
を
迫
る
べ
き

で
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行

委
員
会
第
９
５
回
総
会
で
、
核

兵
器
使
用
の
危
険
が
高
ま
る
今

こ
そ
、
行
動
に
た
ち
あ
が
る
こ

と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

《
記
：
矢
部
》

7513号 （２）

今
年
は
広
島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら

８
０
年
で
す
。

「ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・ヒバクシャ」

の声を世界に広げ、核兵器廃絶の道へ

ア
メ
リ
カ
の
無
法
極
ま
り
な
い

イ
ラ
ン
核
施
設
攻
撃

な
ぜ
日
本
は
批
判
し
な
い
？

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
な
の
に



（３） 7513号

な
ん
ぶ
せ
ん

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
、
物
価
高
騰
で

給
付
か
減
税
か
、
米
の
高
騰
を
受
け
た

農
業
政
策
、
政
治
と
カ
ネ
の
裏
金
問
題

が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。
▼
結
果
は
与

党
が
過
半
数
割
れ
に
な
っ
た
の
と
、
も

う
一
つ
の
特
徴
は
、
参
政
党
と
国
民
民

主
党
が
議
席
を
増
や
し
た
事
で
す
。
▼

欧
米
各
国
で
は
。
移
民
排
斥
な
ど
を
訴

え
る
右
派
勢
力
が
伸
長
し
て
お
り
、
こ

の
潮
流
が
日
本
に
も
波
及
し
、
「
日
本

人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
た
政
党
が
大

き
く
議
席
を
増
や
し
ま
し
た
。
▼
参
政

党
は
、
移
民
や
外
国
人
に
触
れ
る
と
差

別
と
言
わ
れ
る
と
反
論
し
て
い
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
ス
マ
ホ
時
代
の

若
い
年
代
層
に
共
感
を
得
て
議
席
を
増

や
し
た
、
選
挙
戦
略
に
長
け
た
国
民
民

主
党
も
議
席
を
増
や
し
、
所
得
税
の
減

税
や
ガ
ソ
リ
ン
税
の
対
応
な
ど
「
キ
ャ
ッ

チ
ー
」
な
政
策
で
若
い
層
の
期
待
を
集

め
た
結
果
で
し
た
。
▼
ま
た
、
野
党
共

闘
が
一
人
区
で
成
功
し
、
保
守
大
国
で

自
民
党
を
破
り
議
席
を
増
や
し
た
の
も

特
徴
の
一
つ
で
し
た
。
▼
自
民
党
主
導

の
政
治
が
こ
の
ま
ま
進
む
の
か
。
カ
ネ

に
だ
ら
し
の
な
い
、
物
価
高
に
何
の
対

応
も
で
き
な
い
、
自
公
政
権
に
厳
し
い

審
判
が
下
っ
た
事
は
確
か
で
す
。

《
シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
》

小杉の市民ギャラリー

「夏・いろどり祭」
７
月
１
０
日
～
１
６
日

ま
で
小
杉
の
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
「
夏

い
ろ

ど
り
祭
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
開
催
に
あ
た
り

実
行
委
員
会
と
し
て
は
、

当
期
間
に
参
議
院
選
挙

が
あ
り
、
展
示
会
を
お

知
ら
せ
す
る
の
に
た
め

ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
無
事
に
開
催

が
出
来
て
ホ
ッ
ト
し
て

い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
一
般
公

募
を
呼
び
か
け
を
や
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
は

１
０
名
の
方
々
が
応
募

が
あ
り
、
展
示
会
は
多

く
の
人
の
作
品
が
展
示

さ
れ
幅
広
く
楽
し
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

作
品
は
油
絵
、
水
彩
、

色
鉛
筆
、
ア
ク
リ
ル
画
、

ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
で

の
作
品
で
し
た
。

今
回
の
展
示
会
に
、

来
ら
れ
た
方
か
ら
「
こ

の

絵

は

良

い

ね

！

」

「
欲
し
い
ね
」
と
言
う

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

私
が
そ
れ
ほ
ど
良
い

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
見
る
人

の
好
み
は
人
に
よ
っ
て

違
う
事
を
あ
ら
た
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
来

る
方
と
話
が
出
来
て
大

い
に
絵
を
作
る
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
中
（
１
０
日
～

１
６
日
）
に
は
観
覧
さ

れ
た
方
は
２
３
８
名
に

も
な
り
、
今
迄
よ
り
も

多
く
の
方
に
見
に
き
て

頂
き
実
行
委
員
会
と
し

て
も
大
き
な
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

私
の
作
品
は
２
点
を
展

示
し
ま
し
た
。
右
の
作

品
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
」

で
左
は
「
大
仁
王
像
」

で
す
。

《
三
和
分
会

小
林
》



今
、
日
本
で
も
世
界
で
も
事
実

（
フ
ァ
ク
ト
・
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
）
で
な
い

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
特
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
世
界
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

今
回
の
参
院
選
で
は
、
参
政
党
の

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
発
信
が

引
き
金
か
？
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
先
か
、
分
か

ら
な
い
が
「
外
国
人
」
に
対
す
る
事

実
で
な
い
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

各
メ
デ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
、

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
（
事
実
の
検
証
）

を
行
っ
て
い
る
。
『
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
（
Ｆ
Ｉ
Ｊ
）

』
『
日
本

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

Ｆ
Ｃ
）
』
な
ど
の
サ
イ
ト
を
見
る
と
、

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
判
定
が
さ
れ
て

い
る
。

我
家
は
毎
日
新
聞
を
取
っ
て
い
る

の
で
、
毎
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
で
も
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
る
。

７
月
１
９
日
付
け
で
は
『
「
外
国
人

増
え
る
と
日
本
人
の
賃
金
が
上
が
ら

な
い
」
は
事
実
？

識
者
に
聞
く
』

と
し
て
検
証
を
し
て
い
る
。
専
門
家

の
意
見
と
し
て
「
直
接
の
影
響
は
考

え
に
く
い
」
「
賃
金
は
複
合
的
な
要

因
が
絡
む
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い

る
。同

じ
く
毎
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
（
７

月
２
０
日
）
で
は
、
『
今
回
の
参
院

選
で
は
偽
・
誤
情
報
を
対
象
に
し
た

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
な

ど
が
配
信
し
た
７
１
本
の
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
記
事
の
う
ち
、
約
４
割
の

２
７
本
が
外
国
人
関
連
の
情
報
を
取

り
上
げ
た
。
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の

対
象
と
な
っ
た
情
報
の
発
信
元
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）
が
３
０
と
最

も
多
く
、
次
に
参
政
党
の
１
９
だ
っ

た
。
』
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
候

補
者
の
演
説
や
政
策
を
見
聞
き
し
て

い
る
と
本
当
か
？
嘘
だ
ろ
う
！
と
い

う
も
の
が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
は
、
偏
り
が
生
じ
や

す
い
と
い
う
。
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー

現
象
や
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
と

い
う
ら
し
い
が
、
自
分
の
意
見
や
価

値
観
に
近
い
情
報
ば
か
り
が
表
示
さ

れ
、
政
治
の
分
野
な
ど
で
は
特
に
同

じ
立
場
の
意
見
ば
か
り
に
触
れ
る
よ

う
に
な
り
、
心
地
よ
く
な
っ
て
し
ま

う
。
小
生
も
そ
う
感
じ
な
が
ら
も
、

つ
い
つ
い
意
見
の
合
い
そ
う
な
サ
イ

ト
に
行
っ
て
し
ま
う
。

産
経
新
聞
デ
ジ
タ
ル
７
月
１
７
日

で
は
、
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
は
若
年
層

の
政
治
参
加
を
促
す
一
方
、
フ
ェ
イ

ク
（
偽
）
情
報
や
誹
謗
中
傷
の
拡
散

な
ど
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。

「
８
割
以
上
の
人
は
フ
ェ
イ
ク
情
報

を
見
抜
け
な
い
」
「
批
判
的
思
考
態

度
が
取
れ
て
い
る
と
自
己
評
価
が
高

い
人
ほ
ど
だ
ま
さ
れ
や
す
い
。
」
』

と
報
道
し
て
い
る
。

情
報
源
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
一
層
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
心
地
よ
さ
に
惑

わ
さ
れ
ず
個
人
個
人
が
真
偽
を
見
分

け
る
し
か
な
い
。
い
く
つ
か
の
Ａ
Ｉ

の
活
用
な
ど
も
手
か
？
（
た
だ
Ａ
Ｉ

も
間
違
え
る
）

7513号 （４）

【細谷 記】



Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
第
１
０
回
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
が
６
月
１
５
日
（
日
）

中
央
組
合
事
務
所
に
て
１
３
時
か

ら
開
か
れ
ま
し
た
。

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
に

呼
び
掛
け
て
５
９
組
織
７
４
紙
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
基
準
は

①
「
読
ん
で
、
元
気
は
出
る
か
」

②
「
組
合
員
・
職
場
の
生
の
声
が

登
場
し
生
か
さ
れ
て
い
る
か
」

③
「
憲
法
闘
争
を
は
じ
め
２
方
面

の
闘
い
は
あ
る
か
」

④
「
組
織
建
設
の
努
力
が
あ
る
か
」

⑤
「
紙
面
は
読
み
や
す
い
か
」

各
部
門
は

①
日
刊
週
刊
部
門

②
月
刊
部
門

③
不
定
期
部
門

④
ビ
ラ
部
門

⑤
宣
伝
物
部
門

私
は
⑤
の
「
宣

伝
物
部
門
」
に
入
っ

て
審
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。
初
め

て
の
審
査
会
と
い
う
事
も
あ
り
他

の
人
の
や
り
方
を
聞
き
な
が
ら
参

考
に
し
て
審
査
を
し
ま
し
た
。

各
部
門
に
分
か
れ
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

各
部
門
の
担
当
が
決
ま
っ
た
内

容
を
全
体
に
持
ち
寄
っ
て
、
担
当

部
門
が
審
査
し
た
結
果
を
発
表
し

て
説
明
し
ま
し
た
。
中
に
は
「
そ

れ
は
佳
作
で
は
な
く
て
優
秀
賞
で

良
い
の
で
は
」
と
か
「
そ
れ
は
佳

作
で
は
な
い
」
と
言
う
意
見
が
出

さ
れ
、
全
体
で
意
見
を
ま
と
め
て

決
め
ま
し
た
。

川
崎
支
部
の
「
支
部
報
」
（
月

刊
部
門
）
と
「
崎
陽
軒
ビ
ラ
」

（
ビ
ラ
部
門
）
は
優
秀
賞
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

の
「
る
ね
っ
さ
ん
わ
」
（
不
定
期

部
門
）
は
佳
作
で
し
た
。

【
記
・
小
林
】

（５） 7513号

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

支
部
報
・
崎
陽
軒
ビ
ラ

＝
優
秀
賞

る
ね
っ
さ
ん
わ
＝
佳
作
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

≪クイズの結果≫ 賞品は５００円相当です。解答者は

５名全員正解、当選です。
澁谷裕之進さん（三和分会家族）・・・・図書カード
大野陽子さん （三和分会読者）・・・・図書カード
石田洋司さん （合同分会）・・・・・・図書カード
長谷川綾子さん（三和分会家族）・・・・図書カード
菅原祐三さん （支部報読者）・・・・・図書カード

ナンバープレイス７５１２号の答えは

Ａ＝２、Ｂ＝５、Ｃ＝３，、Ｄ＝５ でした。

今後の日程
7月２６日（土）支部未組織宣伝 （登戸駅）１０：００～

労働相談（支部事務所）１３：００～

ワーカーズネットかわさき総会 （テクノ川﨑）１３：００～

日本シャッター 会計監査

事務所管理委員会 （支部事務所）１７：３０～

２７日（日）神奈川地本第２０回定期大会 １３：００

２８日（月）三和Ｅ分会 執行委員会 １７：３０～

２９日（火）７５期第２５回執行委員会 １９：００～

３０日（水）崎陽軒団交 １９：００～

８月 ２日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

４日（月）三和Ｅ分会 執行委員会 １７：３０～

６日（水）７５期第１３回書記局会議 （支部事務所） １３：００～

９日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～

１０日（日）第７７回 支部定期大会 （支部事務所） １０：００～

１７日（日）日本シャッター定期大会 （支部事務所） １５：００

９月５日（金）三和Ｅ分会 定期大会 （川崎市総合自治会館） １７：３０～

ＪＭＩTＵ川崎支部
第７７回定期大会
のお知らせ

例年の通り、年間総括及び運動方針を

皆さんで論議し新役員の選出も行います。

全員大会として。下記の通り定期大会

を開催いたしますので、ご参加ください。

日時 ８月１０日（日）
１０時より

場所 支部事務所にて


